
史
料
紹
介

極
東
勤
労
者
大
会
日
本
代
議
員
団
採
択
綱
領

）．L；

石

村

登
志
夫

極東勤労者大会日本代議員団採択綱領（岩村）

解

題

　
一
九
二
二
年
一
月
、
モ
ス
ク
ワ
の
極
東
勤
労
者
大
会
に
お
い
て
日
本
代
議

員
団
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
綱
領
が
、
前
年
四
月
の
山
川
均
ら
起
草
の
日
本

共
塵
党
宣
言
と
、
二
二
年
十
一
月
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
四
回
大
会
採
択
の
日

本
共
産
党
綱
領
草
案
と
の
中
間
に
位
置
す
る
こ
と
は
、
訳
者
の
旧
著
『
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
と
日
本
共
産
党
の
成
立
』
　
（
一
九
七
七
年
刊
）
で
も
明
ら
か
に
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
松
尾
尊
兜
氏
の
強
い
お
奨
め
も
あ
っ
て
、
こ
こ
に
右

綱
領
の
試
訳
を
お
目
に
か
け
る
こ
と
に
し
た
。
文
書
の
性
格
上
、
し
か
る
べ

き
訳
者
を
得
て
の
定
訳
が
当
然
、
期
待
さ
れ
る
が
、
旧
著
の
読
者
各
位
か
ら

の
ご
要
望
も
考
慮
の
末
、
拙
訳
を
以
て
あ
え
て
研
究
老
、
一
般
読
者
の
便
窟

に
供
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
訳
稿
の
底
本
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
秀
一
氏
の
ご
好
意
あ
ふ
れ
る

お
取
計
ら
い
で
閲
覧
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ

の
複
写
・
製
本
な
ど
に
か
ん
し
て
は
、
古
屋
哲
央
氏
に
温
か
い
ご
配
慮
を
い

た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
と
く
に
付
記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
極
東
勤
労
者
大
会
の
速
記
録
な
ど
基
本
文
謬
は
、
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
ビ
　
フ

員
会
付
属
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
研
一
究
里
中
・
央
党
文
書
館
　
瓜
①
寓
壌
℃
甲

旨
ぴ
誤
轟
翠
鷺
嗣
轟
誤
解
禽
、
験
麟
じ
。
霞
目
遷
至
論
竃
ぞ
§
垂
目
Q
由
①
遷
養
窪
助

目
撃
属
ス
穴
コ
∩
∩
一
員
馴
〉
鵠
三
顛
に
現
存
す
る
。
ソ
連
邦
の
歴
史
家
、

ゲ
・
ゼ
・
ソ
ル
キ
ソ
氏
∩
○
℃
剛
臼
寓
，
ω
・
は
ソ
連
邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ア

ジ
ア
ア
フ
リ
カ
諸
民
族
研
究
駈
紀
要
『
東
方
学
の
諸
問
題
』
一
九
六
〇
年
第

五
号
《
瓢
℃
O
α
旨
①
ζ
匿
じ
ご
O
O
8
9
〈
o
じ
σ
Φ
h
Φ
頴
蕾
》
目
⑪
①
ρ
乞
ゆ
伊
に
研
究
ノ
ー

ト
「
極
東
諸
民
族
大
会
」
∩
ゴ
①
ω
h
塁
℃
o
h
o
切
員
雪
ぴ
器
3
じ
d
o
o
8
9
声
を
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執
筆
す
る
に
さ
い
し
て
、
右
文
書
館
所
蔵
の
大
会
速
記
録
フ
ァ
イ
ル
を
基
本

史
料
と
し
て
い
る
。
ソ
ル
キ
ソ
氏
に
は
、
一
九
二
〇
年
九
月
の
バ
ク
ー
の
東

方
民
族
大
会
を
分
析
し
た
著
作
『
第
一
回
東
方
諸
罠
族
大
会
』
　
（
モ
ス
ク
ワ
、

一
九
六
一
年
刊
）
《
「
【
①
℃
じ
・
び
き
。
げ
Φ
G
。
h
欝
℃
o
海
。
。
・
じ
d
o
窪
。
［
6
》
≧
o
o
臣
ρ

お
①
財
が
別
に
あ
る
が
、
右
文
書
館
所
蔵
史
料
が
そ
こ
で
も
ふ
ん
だ
ん
に
使

用
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ソ
ル
キ
ソ
氏
は
、
　
『
東
方
学
の
諸
問
題
』
一
九
六
〇
年
第
五

号
論
文
に
お
い
て
、
極
東
勤
労
者
大
会
の
名
称
・
開
催
期
闘
∵
任
務
に
か
ん

し
て
一
連
の
託
伝
が
流
布
す
る
事
情
に
言
及
し
、
大
会
準
備
が
長
期
に
わ
た

り
、
そ
の
上
、
い
く
つ
も
の
委
員
会
が
関
与
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
こ
と
の

ほ
か
に
、
　
「
こ
れ
を
助
長
し
た
も
の
に
、
大
会
速
記
録
（
つ
い
で
な
が
ら
、

こ
れ
は
完
全
に
保
管
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
）
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

発
行
さ
れ
た
文
磐
　
集
『
第
一
回
極
目
果
革
命
的
臨
繭
組
織
ふ
く
会
』
　
（
ペ
ト
ロ
グ
ラ

ー
ド
、
一
九
二
二
年
刊
）
に
も
、
大
会
資
料
の
収
録
は
一
部
に
と
ど
ま
っ
た

と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
氏
の
次
の
よ
う
な
付
言
は
、

も
っ
と
も
な
も
の
で
あ
る
。

　
「
大
会
に
か
ん
し
て
後
に
な
っ
て
現
わ
れ
た
個
々
の
所
説
は
、
往
々
に
し

　
て
、
記
録
と
の
照
合
も
な
く
、
相
互
に
複
雑
に
い
り
く
ん
で
い
る
こ
の
当

　
時
の
で
き
ご
と
の
積
極
的
な
参
加
者
た
ち
の
都
入
的
な
回
登
録
に
も
つ
ぱ

　
ら
依
拠
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
回
想
録
で
は
、

　
事
実
の
叙
述
に
不
正
確
さ
、
く
い
ち
が
い
が
あ
る
の
も
、
ふ
し
ぎ
で
は
な

　
い
。
L

　
B
本
の
研
究
老
も
ま
た
、
訳
者
も
ふ
く
め
て
、
ソ
ル
キ
ソ
氏
の
指
摘
す
る

極
東
勤
労
者
大
会
の
基
本
史
料
の
欠
如
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
し
、
状
況
は
い

ま
も
、
さ
ほ
ど
好
転
し
て
い
な
い
。
モ
ス
ク
ワ
の
文
書
館
利
用
の
便
宜
が
与

え
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
、
既
刊
の
大
会
文
書
集
三
点
の
照
合
に
よ
っ
て
も
、
男

茎
が
き
り
ひ
ら
か
れ
る
な
ど
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、
ソ
ル
キ
ン
氏
に
し
た
が
え
ば
、
『
第
一
回
極
東
勤
労
者
大
会
』

（
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
、
　
一
九
ニ
ニ
年
刊
）
《
日
ぴ
⑦
舅
貯
翼
O
o
悶
σ
q
器
ω
ω
◎
臨
酔
げ
Φ

8
。
蕾
屋
。
隔
世
。
喝
三
国
ρ
界
》
℃
。
貯
。
σ
q
謎
ρ
μ
8
卜
⊃
．
〔
高
屋
定
圏
・
辻
野

功
訳
『
極
東
勤
労
考
大
会
』
一
九
七
〇
年
刊
〕
も
、
そ
の
「
実
質
的
な
翻
訳

協
力
者
」
寒
極
晃
氏
の
い
う
「
正
式
の
議
事
録
」
と
は
み
な
し
が
た
い
し
、

『
第
一
回
極
東
共
産
主
義
的
革
命
的
諸
組
織
大
会
』
　
（
ハ
ン
ブ
ル
グ
、
　
一
九

二
二
年
刊
）
《
U
筆
跡
お
器
夙
。
ロ
σ
q
器
ゆ
仙
鶏
犀
。
讐
日
露
臥
ω
訟
ω
。
冨
口
g
巳

お
く
。
貯
怠
薄
身
窪
○
お
欝
巳
ω
ρ
訟
。
器
類
9
ω
司
①
ヨ
窪
○
。
。
三
口
ω
》
》
鋤
9
鑓
げ
霞
α
q
℃

一
り
b
。
⑳
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
『
第
一
回
極
東
革
命
的
諸
組
織
大
会
』
（
ペ

ト
ロ
グ
ラ
…
ド
、
　
一
九
二
二
年
刊
）
《
凝
の
℃
じ
ほ
ぴ
轟
O
げ
Φ
ω
泪
℃
①
¢
ご
O
蝕
O
鍔
鍔
9

蓬
窪
×
8
ヨ
雪
ω
畏
§
掴
9
・
蓼
器
3
じ
σ
o
臼
○
冨
》
口
2
℃
o
壱
畏
”
H
露
P

さ
え
も
、
大
会
資
料
を
一
部
収
録
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
当
量
、
こ
れ
ら
公
刊
文
書
集
三
点
（
英
文
の
も
の
も
、
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か
り
に
そ
う
称
す
る
）
の
比
較
照
合
が
大
会
諸
報
告
の
正
し
い
理
解
を
た
す

け
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
訳
者
も
別
の
機
会
に
サ
フ
ァ
ロ
フ
・
片

山
両
報
告
に
つ
い
て
例
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
と
り
わ
け
、
こ
こ
に
訳
出

紹
介
す
る
日
本
代
議
員
団
採
択
綱
領
は
、
右
文
書
集
三
点
の
う
ち
、
ロ
シ
ア

語
で
刊
行
さ
れ
た
『
第
一
回
極
東
輩
命
的
諸
組
織
大
会
』
一
四
七
－
一
五
ニ

ペ
ー
ジ
に
の
み
収
録
さ
れ
、
極
東
勤
労
老
大
会
の
意
義
を
考
察
す
る
上
に
も

き
わ
め
て
重
要
な
史
料
と
な
る
こ
と
は
、
う
た
が
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
ソ
ル
キ
ン
氏
は
、
前
掲
『
東
方
学
の
諸
問
題
』
論
文
で
、
極

東
勤
労
者
大
会
に
は
十
種
類
を
こ
え
る
呼
称
が
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
　
「
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
の
大
会
に
つ
い
て
の
基
本
的
諸
文
書
の
表
記
に
も
、

大
会
の
性
格
に
も
適
合
す
る
、
最
も
正
し
い
名
称
は
、
∩
ゲ
①
。
、
鈎
器
℃
o
油
○
ロ
」

響
き
器
3
じ
ご
。
窪
9
6
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
。

　
ソ
ル
キ
ソ
氏
の
前
掲
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
〇
年
の
バ
ク

ー
の
「
【
①
℃
切
ぴ
轟
。
♂
Φ
駕
剛
欝
℃
o
抽
。
こ
d
じ
づ
0
3
9
6
も
ま
た
、
こ
の
正
式
名
称

と
は
別
に
三
通
り
の
呼
称
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
は
、
正
式
呼
称

を
付
し
た
大
会
議
事
録
な
ら
び
に
機
関
誌
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る

か
ら
、
極
東
勤
労
者
大
会
の
呼
称
の
混
乱
も
、
ソ
ル
キ
ン
氏
の
よ
う
に
大
会

議
事
録
の
未
公
刊
に
一
因
を
求
め
る
の
は
、
い
さ
さ
か
む
り
が
あ
り
そ
う
で

あ
る
。

　
前
掲
『
東
方
学
の
諸
問
題
』
ソ
ル
キ
ン
論
文
の
英
文
梗
概
は
、
　
一
九
二
〇

年
九
月
バ
ク
ー
大
会
に
跨
①
翌
誘
酔
O
。
ゆ
σ
Q
七
六
○
臨
急
。
剛
8
覧
Φ
ω
o
臨

普
。
国
ρ
珍
、
一
九
二
二
年
一
月
モ
ス
ク
ワ
大
会
に
も
夢
①
O
§
α
q
器
ω
ω
鼠

夢
。
℃
①
o
覧
Φ
の
亀
爵
①
鳩
建
国
騨
。
。
け
の
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
両
大
会
の
正
式
呼
称
、
も
し
く
は
最
も
適
切
な
名
称
に
は
、

い
ず
れ
も
O
♂
①
ω
賛
踏
2
。
℃
○
鈎
O
⇔
ご
旧
夢
①
O
o
昌
σ
Q
器
ω
ω
o
h
昏
。
℃
o
o
覧
。
ω
の
露

英
両
国
語
に
よ
る
蓑
記
が
共
通
し
、
6
げ
①
ω
銀
器
ξ
霞
㎞
夢
①
O
o
け
σ
Q
器
ω
ω
o
｛

鋳
。
甥
暮
δ
霧
の
字
句
は
あ
え
て
避
け
ら
れ
た
と
も
と
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
ロ
シ
ア
語
の
畿
自
。
℃
○
泪
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
ヨ
2
諮
（
部
族
）
・
霧
℃
9

誉
さ
。
↓
ぴ
（
民
族
体
－
部
族
と
民
族
と
の
中
間
に
位
置
す
る
簸
曝
）
・
加
撃

獲
富
（
民
族
）
と
、
器
℃
o
猶
誤
お
蕊
0
6
匿
（
人
民
大
衆
）
と
の
両
義
が
あ
る
。

英
語
の
剛
①
o
覧
Φ
、
独
語
の
く
。
節
も
ま
た
両
義
を
兼
ね
そ
な
え
る
。
と
こ

ろ
が
、
日
本
語
・
朝
鮮
語
・
中
国
語
で
は
、
民
族
・
電
尋
と
、
人
罠
・
蛙
電

と
に
戴
然
と
区
分
さ
れ
、
わ
ず
か
に
肉
訓
が
両
義
を
備
え
る
。
国
民
・
号
壁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ヤ
ン
ツ
ユ
ボ

に
人
民
の
語
義
ま
で
も
求
め
る
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
張
出
白
の
極
東
勤
労

者
大
会
報
告
は
、
彼
が
代
表
す
る
国
民
党
の
字
義
を
譲
舞
δ
二
巴
℃
霞
噂
　

エ
ρ
。
暑
。
臨
雪
臣
p
。
三
下
p
。
℃
8
叢
と
明
示
す
る
。

　
漢
字
文
化
圏
お
よ
び
そ
れ
か
ら
派
生
し
た
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
、
器
℃
o
神

幸
。
覧
⑦
旧
く
。
涛
に
相
当
す
る
語
彙
が
な
い
か
ぎ
り
、
そ
の
翻
訳
に
は
「
昆

族
．
人
民
」
と
単
語
を
重
ね
て
代
用
す
る
か
、
も
し
く
は
「
罠
族
」
・
「
人
民
」

の
い
ず
れ
か
片
方
の
語
句
を
当
て
て
す
ま
す
ほ
か
な
い
。
現
に
、
　
『
東
方
学
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の
諸
問
題
』
一
九
六
〇
年
第
五
号
巻
末
の
英
文
類
次
に
あ
る
ソ
ル
キ
ソ
論
文

の
表
題
は
、
O
o
ロ
σ
Q
き
累
O
h
勺
o
o
覧
＄
鼠
峠
び
。
尉
霧
目
舘
峠
で
あ
る
が
、

中
国
文
目
次
に
は
遠
東
出
民
族
代
表
大
会
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　
極
東
勤
労
者
大
会
（
極
東
民
族
大
会
）
の
名
称
に
も
参
こ
ま
れ
て
い
る

塁
℃
O
沁
ぴ
ご
℃
o
o
桑
弧
旧
く
α
冨
幽
賃
の
こ
と
ば
が
、
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
・
モ

ソ
ゴ
ー
ル
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト
（
ソ
連
邦
を
構
成
す
る
西
部
ブ
リ
ヤ
ー
ト
、
お
よ

び
極
東
共
和
国
を
構
成
す
る
東
部
ブ
リ
ヤ
ー
ト
）
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ン

ド
シ
ナ
そ
の
他
東
ア
ジ
ア
置
目
に
包
括
的
に
適
用
で
き
る
表
現
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
『
極
東
諸
民
族
』
一
九
一
二
年
第
四
号
《
欝
℃
。
誉
員
。
。
き
器
3

し冒

n
自
9
6
y
咳
◎
《
嵩
9
窓
ぬ
9
鵠
μ
露
ど
鼠
℃
訳
k
臼
Ω
《
。
に
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
執
行
委
員
会
極
策
書
記
局
の
名
で
発
表
さ
れ
た
大
会
開
催
よ
び
か
け
の
文

書
に
も
確
か
め
う
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
大
会
宣
言
そ
の
他
の
大
会
諸
報
告
・

諸
文
書
で
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
諸
文
書
・
諸
報
告
の
用
例
に
照
ら
し
て
、
器
℃
o
誉
ご
℃
8
覧
①
2

＜
Q
謀
簿
の
表
現
は
、
中
騒
・
朝
鮮
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
ン
ド
シ
ナ
諸
人
、

ソ
連
邦
（
極
東
諸
自
治
州
）
・
モ
ソ
ゴ
ー
ル
・
極
東
共
和
国
、
お
よ
び
謡
本

の
三
グ
ル
ー
プ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
て
多
義
的
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
の

よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
す
く
な
く
と
も
日
中
両
鼠
に
は
、
こ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
訳
語
を
欠
く
か
ぎ
り
、
申
国
で
真
東
各
民
族
代
表
大
会
と
表
現
さ
れ
る

よ
う
に
、
日
本
で
は
極
東
勤
労
者
大
会
（
字
義
ど
お
り
に
は
極
東
諸
費
人
民

大
会
）
の
表
記
が
ゆ
る
さ
れ
よ
う
。

　
片
山
潜
は
大
会
直
後
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
機
関
誌
《
H
亭
娼
嵩
6
0
震
》
”
卜
⊃
心

屑
①
σ
．
お
b
。
b
。
い
切
。
忌
戸
で
、
8
冨
O
o
ロ
鵯
。
ω
。
。
o
h
夢
Φ
男
鍵
渕
騨
。
。
3
諺

↓
o
障
。
鴇
ω
と
も
南
表
現
し
、
六
年
後
に
一
ア
。
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
編
『
共
産
｛
‡
一
義

イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
諸
党
』
（
モ
ス
ク
ワ
・
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、
一
九
二

八
年
刊
）
識
Φ
↓
℃
o
じ
コ
。
簑
轟
員
．
（
噂
①
員
．
）
《
鵠
巷
↓
護
M
〈
o
竃
羅
鴇
霞
6
ゴ
自
【
お
Ω
（
0
8

嗣
鑓
↓
Φ
℃
器
量
○
惹
惹
γ
ン
9
－
昌
”
竈
b
。
。
。
．
に
日
本
共
産
党
小
史
を
綴
る
に
さ
い

し
て
は
、
極
策
勤
労
人
民
大
会
穴
。
畦
篇
8
ぢ
k
＞
論
貰
轟
。
ぬ
甲
田
℃
o
h
O
ζ
ご

じ
σ
o
O
癌
9
愈
（
極
言
員
雪
ぴ
賭
①
「
O
の
文
字
が
原
文
に
は
脱
漏
）
の
呼
称
を
用

い
る
。
露
文
大
会
文
書
集
の
婦
人
部
会
採
択
ア
ッ
ピ
ー
ル
も
、
　
〉
穴
Φ
碧
惹
論

8
穴
餐
諭
O
び
8
誉
8
要
富
長
｝
圃
×
9
ぼ
巷
鶏
。
じ
。
員
雪
霞
Φ
8
c
σ
0
2
9
6

の
名
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
田
口
運
蔵
の
回
想
に
は
極
東
人
民
大
会
と
あ
る
。

チ
ヤ
ソ
ゴ
タ
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
む
　
も
　
ぬ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

張
国
懇
は
遠
東
妓
圧
迫
罠
族
大
会
が
労
苦
人
民
に
改
称
し
た
か
に
い
う
。

　
一
九
二
二
年
一
月
三
〇
日
の
大
会
本
会
議
で
採
択
を
み
た
決
議
文
「
ワ
シ

ン
ト
ン
会
議
の
総
決
算
と
極
東
の
情
勢
ー
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
報
告
に
か
ん
す

る
決
議
l
」
は
、
大
会
文
書
集
三
点
の
い
ず
れ
に
も
収
録
さ
れ
、
片
山
潜

『
反
戦
平
和
の
た
め
に
』
（
一
九
五
四
年
春
）
に
も
再
録
さ
れ
る
が
、
末
尾
の

次
の
く
だ
り
は
、
大
会
呼
称
に
か
か
わ
っ
て
重
視
さ
れ
て
よ
い
。

　
英
文
－
…
同
9
首
9
吋
。
践
ぎ
夢
①
暁
屈
①
Φ
創
。
ヨ
ρ
蝕
貯
留
や
窪
山
霧
8

0
耳
払
Φ
8
鴇
霧
紛
面
隠
◎
祉
①
ω
o
隔
夢
①
白
鍵
詞
藻
け
冨
ω
け
疑
。
ロ
σ
q
げ
爵
Φ
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¢
巳
曾
○
団
夢
①
8
強
護
ヨ
餌
ω
の
①
。
。
〔
O
h
夢
Φ
拗
経
国
霧
汁
註
跨
汁
冨
鷺
？

ざ
富
は
簿
。
。
o
隔
夢
。
銭
く
諺
。
①
α
8
蛋
簿
ユ
①
ω
一
…
原
文
脱
漏
〕
ρ
註
三
筈

些
。
溝
。
巳
ざ
お
巴
霧
酔
㊤
目
一
日
唱
Φ
ユ
巴
蜂
。
。
．
（
娼
●
・
。
罫
）

　
独
文
－
u
零
丁
8
げ
臨
σ
q
。
巧
①
σ
q
N
弩
司
凪
①
酵
①
搾
琶
α
d
轟
び
げ
螢
σ
q
一
σ
q
げ
㊦
犀

　
　
し

割
興
β
昌
げ
曾
α
同
鐸
。
剛
昏
。
郎
堵
ρ
賦
。
難
⑦
づ
畠
⑦
ω
局
巽
講
Φ
p
O
ω
さ
鐸
ω
窪
げ
碁
雌
び
霞

O
窪
じ
ご
鐸
づ
⇔
3
吋
毒
臼
寡
痒
貫
φ
β
蜜
器
ω
窪
畠
霞
く
α
騨
霞
号
ω
蜀
①
目
頭
昌

○
。
。
叶
。
島
野
営
α
①
白
℃
屍
9
0
汁
単
一
暮
畠
早
く
。
茜
①
。
。
o
ぽ
詳
3
器
博
い
ぎ
α
臼
i

蝿
昌
丁
霊
錘
諺
詫
三
日
…
N
⊆
日
頃
螢
臼
℃
｛
σ
q
①
σ
Q
窪
窪
δ
剛
ヨ
需
ユ
巴
陣
津
㊦
口
・

（
ω
．
お
δ

　
露
文
一
鼓
①
ぎ
語
遷
2
蓬
ぴ
轟
口
曳
臣
醤
島
＆
o
紀
国
器
ω
蜀
幽
。
薯
。
－

o
霞
磁
器
謬
塁
げ
ヌ
奉
員
闘
憲
員
重
臣
Φ
8
じ
u
o
3
9
〈
p
。
器
呂
（
潤
↓
蔀
で
Φ
。
。

0
9
0
ω
↓
℃
蜜
油
論
舞
剛
姦
鍵
窓
⇔
8
沁
9
二
斎
ぴ
寓
Φ
じ
ロ
O
自
O
鵡
鵠
げ
交
剛
一
翼
O
知
O
ロ
ゴ
O
瓢
℃
O
、

』
⑦
↓
p
。
臓
窮
目
O
竃
畿
Φ
℃
Φ
員
O
切
コ
ぴ
囲
鋼
。
↓
℃
鎚
》
鵠
↓
O
』
窪
（
O
O
誕
甲
匿
り
疑
℃
0
6
鵠
¢
5

じ5

W
×
瞠
竃
器
℃
器
自
自
8
．
（
o
↓
や
胡
◎
）

　
ち
な
み
に
、
前
掲
『
反
戦
平
和
の
た
め
に
』
は
『
片
山
潜
は
叫
ぶ
　
　
帝

国
主
義
戦
争
反
対
の
陣
頭
に
』
　
（
モ
ス
ク
ワ
、
一
九
三
五
年
潤
）
の
再
刊
で

あ
る
が
、
そ
の
日
本
語
訳
は
次
の
と
お
り
。
　
「
極
東
の
被
抑
圧
人
民
の
自
由

と
独
立
へ
の
唯
一
の
道
は
、
極
東
の
勤
労
人
罠
大
衆
と
先
進
国
の
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
と
の
、
帝
国
主
義
に
反
対
す
る
同
盟
で
あ
る
」
（
四
二
ペ
ー
ジ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
エ
　
　
へ

　
資
本
語
訳
の
留
頭
の
「
極
東
の
組
絵
番
人
艮
」
が
、
英
文
テ
キ
ス
ト
の

鋳
①
o
℃
鷲
Φ
ω
8
伽
唱
o
o
私
。
。
。
の
誤
訳
で
あ
る
こ
と
は
、
独
露
文
テ
キ
ス
ト
の

象
。
蝿
纂
o
a
裁
。
算
窪
冥
霧
一
〇
鵠
。
毬
果
．
M
お
8
①
譲
｛
匡
Φ
霧
ξ
議
の
表
現
に
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

ら
し
て
、
一
扇
瞭
然
で
あ
る
。
日
本
語
訳
の
そ
の
次
の
箇
所
の
「
極
東
の
勤

カ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ね
　
　
へ

労
人
民
大
衆
」
と
い
う
表
現
は
、
ほ
ぼ
英
独
露
文
各
テ
キ
ス
ト
と
一
致
す
る
。

　
決
議
文
の
こ
の
く
だ
り
は
、
唱
①
o
覧
①
ω
鴇
く
α
節
⑦
控
膏
℃
O
h
ぴ
囲
の
語
彙
が

両
義
を
兼
ね
備
え
る
こ
と
を
よ
く
示
し
て
く
れ
る
。

　
大
会
呼
称
を
め
ぐ
る
一
見
、
引
詰
学
的
な
詮
索
も
、
魔
界
革
命
運
動
を
に

な
う
社
会
主
義
諸
国
人
民
、
資
本
主
義
諸
国
人
民
（
抑
圧
民
族
）
及
び
被
抑

圧
民
族
の
三
要
素
に
つ
い
て
の
認
識
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

う
や
ら
見
過
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
極
東
艮
族
大
会
が
、
こ

こ
に
紹
介
す
る
文
書
「
日
本
に
お
け
る
共
産
党
員
の
任
務
、
臼
本
代
議
員
団

採
択
綱
領
し
ω
鎚
⇔
霞
剛
（
9
慈
k
田
図
自
○
。
ほ
。
コ
ぬ
口
。
署
蓼
三
身
↓
曾
。
℃
毫
”
調
℃
－

三
滝
二
塁
。
突
。
障
覚
雪
Φ
門
霞
器
罫
を
残
し
た
ゆ
え
ん
も
、
そ
の
よ
う
な

側
面
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
ま
い
。
大
会
が
日
本
革
命
運
動
の
役
割
の

過
大
視
、
朝
鮮
・
申
国
民
族
解
放
闘
争
の
相
対
的
軽
視
と
い
う
偏
向
に
陥
っ

た
と
す
る
訳
者
の
旧
説
は
、
変
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
臼
・
朝
・
中
三
国

の
℃
①
o
営
⑦
ω
　
＜
α
貯
。
昌
器
℃
o
口
吟
（
人
民
・
民
族
）
の
国
際
連
帯
が
は
か

ら
れ
、
こ
の
な
か
で
欝
本
共
産
党
員
の
任
務
に
か
ん
す
る
綱
領
が
採
択
さ
れ

た
と
い
う
事
実
は
、
や
は
り
正
轟
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
徳
田
球
一
の
三
・
一
五
事
件
予
審
訊
問
調
書
、
な
ら
び
に
高
瀬
清
・
渡
辺
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春
男
の
回
想
記
か
ら
は
、
大
会
本
会
議
と
並
行
し
て
、
日
本
問
題
分
科
会
が

サ
フ
ァ
ロ
フ
・
片
山
ら
の
指
導
の
も
と
に
開
催
さ
れ
、
そ
の
終
了
に
あ
た
っ

て
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
提
案
の
文
雷
を
「
藤
本
代
議
員
団
採
択
綱
領
」
と
し
て
決

定
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
文
書
が
ブ
ハ
ー
リ
ン
一
人
の
起
草
と
考

え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
注
記
し
た
農
家
構
成
の
数
値
の
誤
記
な
ど
か
ら

も
、
た
し
か
で
あ
る
。
前
記
の
片
山
起
草
の
大
会
決
議
文
と
同
様
に
ブ
ハ
ー

リ
ン
の
ほ
か
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
極
東
書
記
局
日
本
部
を
構
成
し
て
い
た
と
推

定
さ
れ
る
ヴ
ォ
イ
チ
ソ
ス
キ
ー
、
エ
ム
ゲ
、
片
山
、
シ
ュ
ミ
ャ
ツ
キ
ー
、
田

口
、
と
り
わ
け
サ
フ
ァ
ロ
フ
ら
の
共
岡
労
作
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
極
東
勤
労
者
大
会
の
日
本
代
議
員
団
に
よ
る
綱
領
採
択
は
、
こ
の
よ
う
な

起
草
経
過
を
た
ど
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
半
年
後
の
一
九
二
二
年
六
月
の
コ

ミ
ン
テ
ル
ン
第
二
回
拡
大
執
行
委
員
会
総
会
に
お
け
る
日
本
共
産
党
綱
領
規

約
特
劉
委
員
会
の
編
成
を
へ
て
、
日
本
共
産
党
綱
領
草
案
を
準
備
す
る
も
の

と
な
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
徳
田
の
供
述
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
に
触
発
さ
れ
た
形
跡

の
あ
る
高
瀬
の
回
想
が
極
東
勤
労
者
大
会
の
綱
領
的
文
書
を
さ
し
て
田
本
共

産
党
綱
領
草
案
の
基
調
を
な
す
も
の
と
す
る
点
は
、
信
ず
る
に
た
ら
な
い
。

右
の
臼
本
共
産
党
綱
領
規
約
特
別
委
員
会
設
置
の
必
然
性
も
、
こ
れ
で
は
理

解
し
が
た
い
。
犬
丸
義
一
氏
が
、
高
瀬
回
想
録
の
こ
の
く
だ
り
に
言
及
し
て

「
正
式
議
察
録
が
伝
え
て
い
な
い
、
し
か
も
後
の
日
本
共
産
党
綱
領
草
案
の

作
成
に
つ
な
が
る
重
要
な
史
実
」
と
解
題
す
る
点
に
か
ん
し
て
い
え
ば
、
正

式
議
事
録
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
し
ば
ら
く
お
く
と
し
て
も
、
氏
の
評
価
は

綱
領
的
文
書
の
作
成
と
い
う
事
実
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
文

書
の
内
容
に
ま
で
及
ぼ
さ
れ
て
は
な
る
ま
い
。

　
徳
田
の
供
述
、
高
瀬
の
圓
想
が
極
東
勤
労
者
大
会
に
お
い
て
ブ
ハ
…
リ
ン

か
ら
提
示
さ
れ
た
綱
領
的
文
書
は
五
項
目
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
冒
頭
に
「
天
皇

の
廃
止
」
を
掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
点
に
つ
い
て
い
え
ば
、
た
し
か

に
、
一
九
ニ
ニ
年
一
月
二
六
日
の
大
会
本
会
議
に
お
い
て
、
サ
フ
ァ
ロ
フ
は

「
極
葉
に
お
け
る
植
民
地
問
題
と
民
族
解
放
闘
争
」
と
題
し
て
報
告
し
、
日

本
に
つ
い
て
は
「
労
働
者
階
級
に
対
し
て
、
諸
君
は
天
皇
、
軍
部
、
財
閥
の

打
倒
を
ふ
み
こ
え
て
社
会
革
命
へ
前
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
語
り
か
け

る
も
の
で
あ
る
」
と
断
嫁
し
て
い
る
（
英
文
の
も
の
は
、
独
露
両
国
語
の
も

の
と
対
照
す
れ
ぱ
は
っ
き
り
す
る
と
お
り
、
「
財
閥
」
覧
客
o
o
養
。
団
が
「
偽

善
」
げ
唄
℃
O
O
甑
碧
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
）
。

　
高
瀬
の
回
想
の
う
ち
、
綱
領
的
文
書
の
内
容
に
わ
た
る
部
分
は
、
徳
田
の

供
述
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
た
ふ
し
が
あ
る
が
、
そ
の
前
後
に
は
、
次
の
よ
う

な
叙
述
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。

　
　
分
科
会
が
い
よ
い
よ
終
了
す
る
と
い
う
貝
で
あ
っ
た
。
サ
フ
ァ
ロ
フ
は

　
ブ
ハ
ー
リ
ン
を
伴
っ
て
日
本
部
会
に
出
席
し
て
き
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に

　
片
山
老
を
中
心
に
協
議
は
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
が
、
こ
の
時
ブ
ハ
ー
リ
ン

140 （468）



極東勤労者大会日本代議員団採択綱領（岩村）

　
よ
り
示
さ
れ
た
も
の
は
日
本
共
産
党
の
綱
領
草
案
の
ノ
…
ト
で
あ
っ
た
。

　
…
…
こ
の
蒔
わ
れ
わ
れ
一
曲
の
あ
い
だ
で
は
〃
天
皇
の
廃
止
”
の
問
題
に

　
つ
い
て
ド
キ
ソ
と
く
る
も
の
が
あ
っ
た
。
片
山
老
は
こ
の
点
を
い
と
も
易

　
々
と
う
け
い
れ
て
お
ら
れ
た
が
、
吉
田
齎
と
私
は
顔
を
見
合
わ
せ
て
緊
張

　
す
る
一
場
面
で
あ
っ
た
。
徳
田
君
は
例
の
大
ザ
ッ
パ
な
性
格
か
ら
、
　
「
そ

　
う
心
配
せ
ん
で
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
！
」
と
、
こ
と
も
な
げ
に
い
い
放
つ

　
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
経
由
の
日
本
人
た
ち
は
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
の
日

　
本
内
地
の
空
気
に
は
ま
っ
た
く
不
感
症
で
あ
っ
た
。
説
明
し
よ
う
に
も
説

　
明
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
　
（
高
瀬
清
『
日
本
共
産
党

　
創
立
史
話
』
一
九
七
八
年
刊
、
五
六
－
五
七
ペ
ー
ジ
）

　
高
瀬
の
回
想
す
る
片
山
の
天
皇
綱
問
題
の
と
り
扱
い
に
つ
い
て
い
え
ば
、

『
近
藤
栄
蔵
自
伝
』
　
（
一
九
七
〇
年
刊
）
二
戸
の
座
談
会
記
事
で
は
、
　
コ
、
・
・

ソ
テ
ル
ソ
第
四
回
大
会
に
お
い
て
、
片
山
は
日
本
代
議
員
に
帰
国
後
の
慎
重

な
検
討
を
求
め
た
と
い
う
、
高
瀬
の
発
言
が
記
載
さ
れ
て
い
て
、
高
瀬
の
回

想
の
こ
の
部
分
は
潤
色
の
に
お
い
が
強
い
。
し
か
し
、
も
っ
と
も
重
要
な
点

は
、
訳
者
の
旧
稿
で
も
明
ら
か
に
し
た
と
お
り
、
片
山
も
、
サ
フ
ァ
ロ
フ
も

天
皇
制
・
軍
部
の
財
閥
か
ら
の
相
対
的
独
自
性
の
認
識
に
欠
け
、
し
た
が
っ

て
普
選
運
動
に
対
す
る
正
当
な
方
針
を
提
示
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
な
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
「
天
皇
、
軍
部
、
財
閥
の
打
倒
し
と
い
う
サ
フ
ァ
ロ

フ
（
し
た
が
っ
て
、
お
そ
ら
く
ブ
ハ
ー
リ
ン
）
の
表
現
に
日
本
の
一
部
代
議

員
が
幻
惑
さ
れ
、
色
め
き
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
サ
ブ
ァ
ロ
フ
が
＃
シ
ア
革
命
の
「
民
主
共
和
「
制
」
の
ス
ロ
…
ガ
ソ
を
念
頭

に
お
い
て
い
た
こ
と
は
、
注
記
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
モ
ソ
ゴ
ー
ル
、
極
東
共

　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
グ
ド
ら
ゲ
ゲ
ン

和
談
の
議
会
ば
か
り
か
看
主
も
許
容
す
る
人
民
民
主
主
義
1
1
非
ソ
ヴ
ェ
ト
権

力
形
態
は
、
日
本
革
命
の
前
途
に
構
想
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
ブ
ハ
ー
リ
ン
に
つ
い
て
い
え
ば
、
彼
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
四
回
大
会
に
い

た
っ
て
よ
う
や
く
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
綱
領
に
も
各
国
共
産
党
綱
領
に
も
過
渡

的
・
部
分
的
諸
要
求
は
掲
げ
る
べ
き
で
な
い
と
す
る
自
己
の
見
解
を
撤
回
す

る
こ
ど
は
、
今
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
に
限
ら
ず
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
首
脳
が
普
通
選
挙
法
に
基
づ
く
議
会
制
民
主
主
義
に
積
極
的

意
義
を
賦
与
す
る
の
は
、
一
九
二
二
年
六
月
の
コ
、
ミ
ン
テ
ル
ン
第
二
回
拡
大

執
行
委
員
会
総
会
前
後
に
属
し
、
第
四
圓
大
会
の
労
働
老
敷
府
の
提
起
を
ま

た
ず
し
て
、
極
東
勤
労
者
大
会
で
普
選
運
動
に
肯
定
的
評
価
を
こ
こ
ろ
み
る

な
ら
ば
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
社
会
民
主
主
義
者
の
烙
印
を
甘
受
せ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
ま
し
て
や
極
東
勤
労
者
大
会
日
本
問
題

分
科
会
の
ブ
ハ
…
リ
ソ
が
、
か
り
に
日
本
に
お
け
る
普
選
運
動
の
積
極
的
意

義
を
認
め
て
い
た
と
し
て
も
（
こ
の
こ
と
漏
話
あ
り
え
な
い
が
）
、
徳
田
供
述
、

高
瀬
回
想
録
の
よ
う
に
、
豪
薗
の
政
治
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
天
皇
の
廃
止
」
に

次
い
で
「
普
通
選
挙
権
の
獲
得
」
「
言
論
、
集
会
、
出
版
、
結
社
の
自
由
」
を

掲
げ
る
よ
う
に
指
示
す
る
気
遣
い
は
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、
経
済
政
策
の
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吟

「
高
度
の
累
進
所
得
税
の
賦
諜
」
は
、
労
働
者
政
府
の
任
務
と
切
離
し
て
は

首
肯
で
き
ま
い
。
中
印
両
国
の
統
一
戦
線
政
府
の
提
起
も
こ
れ
に
酷
似
す
る
。

　
蛇
足
に
な
る
が
、
ソ
連
邦
の
研
究
者
の
間
で
は
、
ア
・
べ
・
コ
ゾ
ロ
ヴ
ィ

ツ
カ
や
女
史
ス
O
ω
O
℃
O
匂
ゴ
鵠
毎
〈
p
。
期
〉
●
塑
は
早
く
ソ
連
邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

東
方
学
研
究
所
学
術
報
告
第
二
三
冊
『
日
本
（
歴
史
の
諸
問
題
）
』
（
モ
ス
ク

ワ
、
一
九
五
九
年
刊
）
《
ぬ
翻
O
誕
譲
（
b
コ
O
口
℃
o
o
ぴ
＝
自
↓
O
℃
讐
）
》
三
こ
這
＄
・

に
論
文
「
第
一
次
世
界
戦
争
後
の
臼
本
に
お
け
る
労
働
運
動
、
社
会
主
義
運

動
（
一
九
一
七
一
二
三
年
）
」
℃
鶉
。
α
o
器
Φ
鵠
8
擾
莚
自
。
↓
蚤
①
突
。
Φ
群
落
、

渓
Φ
霞
の
¢
d
訟
8
＝
§
目
2
Φ
器
℃
じ
・
9
叢
ゼ
g
移
し
・
o
留
訟
（
H
り
定
量
8
。
。

弓
弓
・
）
を
執
筆
し
て
、
露
文
大
会
文
書
集
一
五
〇
一
一
五
一
ペ
ー
ジ
か
ら
綱

領
の
一
節
「
現
実
に
は
、
日
本
に
お
け
る
大
衆
的
共
産
主
義
政
党
は
、
…
…

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
圏
内
に
お
い
て
決
定
的
な
革
命
勢
力
と
な
る
第

一
条
件
で
あ
る
」
　
（
本
義
稿
一
四
六
ペ
ー
ジ
）
を
引
用
し
、
極
東
勤
労
者
大

会
が
日
本
共
産
党
結
成
に
及
ぼ
す
重
要
な
意
義
を
力
説
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
女
史
は
、
自
著
『
日
本
労
働
者
階
級
統
一
を
め
ざ
す
た
た
か
い
（
一
九
二

四
一
二
八
年
）
』
　
（
モ
ス
ク
ワ
、
　
一
九
六
二
年
刊
）
《
切
。
℃
び
O
p
。
ω
帥
Φ
鋼
鑓
＝
？

↓
じ
σ
O
℃
。
。
α
0
4
Φ
「
O
鋭
慈
O
O
p
。
ぬ
口
○
甲
ヨ
瓢
（
日
り
b
り
蒔
一
円
㊤
b
O
G
Q
リ
リ
．
）
》
蜜
．
唱
お
①
b
。
匿
に

も
、
同
趣
旨
の
部
分
を
再
録
し
て
い
る
。
女
史
は
、
こ
れ
ら
で
一
九
ニ
ニ
年

七
月
十
五
日
の
日
本
共
産
党
創
立
大
会
に
言
及
し
、
　
「
大
会
は
組
織
と
し
て
、

党
結
成
の
手
続
き
を
と
り
、
中
央
委
員
会
を
選
出
し
て
、
党
綱
領
作
成
を
ゆ

だ
ね
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
女
史
は
、
種
東
勤
労
者
大
会
の
も
の
に
つ
い
て
は
自
9
。
8
曾
O
℃
竃
四
、
日
本

共
産
党
創
立
大
会
選
出
中
央
委
員
会
に
作
成
が
委
ね
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
口
℃
O
弓
自
。
玉
傷
p
、
と
、
綱
領
に
当
た
る
ロ
シ
ア
語
の
語
彙
を
使
い
わ
け
て
い

る
が
、
後
者
の
目
℃
O
弓
℃
p
。
鑑
竃
勉
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
四
回
大
会
の
も
の
の

蓑
記
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
荒
畑
寒
村
、
山
川
均
の
回
想
に
も
、
高
瀬
、
徳
田
が
モ
ス
ク
ワ
か
ら
日
本

共
産
党
結
成
の
指
令
を
持
ち
帰
っ
た
と
あ
る
が
、
徳
田
の
供
述
に
は
、
一
九

ニ
旨
々
七
月
一
五
日
の
日
本
共
産
党
創
立
大
会
と
党
綱
領
作
成
作
業
と
の
関

係
に
か
ん
す
る
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が
見
出
さ
れ
る
。

　
　
次
∵
鼠
兄
ノ
綱
領
二
付
テ
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
之
ハ
私
達
が
吝
ρ
ラ
シ
タ
極
東

　
民
族
大
会
二
於
テ
支
持
サ
レ
タ
既
述
ノ
内
容
ヲ
充
分
討
議
シ
決
定
ス
ル
事

　
ガ
出
来
ズ
、
何
レ
此
創
立
大
会
後
丸
チ
ニ
派
遣
サ
ル
ル
「
コ
ミ
ソ
タ
！

　
ソ
」
第
四
回
大
会
ヘ
ノ
代
表
ノ
帰
国
ヲ
待
ツ
ト
云
フ
事
ニ
ナ
リ
マ
シ
タ
。

　
（
山
辺
健
太
郎
編
『
現
代
史
資
料
』
第
二
〇
巻
、
　
一
九
六
八
年
刊
、
七
四

　
ペ
ー
ジ
）

　
極
東
勤
労
者
大
会
の
綱
領
が
辿
っ
た
運
命
に
つ
い
て
、
コ
ゾ
ロ
ヴ
ィ
ツ
カ

や
女
史
の
叙
述
は
、
徳
田
供
述
と
符
節
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
前
掲
『
東
方
学
の
諸
問
題
』
一
九
六
〇
年
第
五
号
ソ
ル
キ
ン

論
文
は
、
極
東
勤
労
者
大
会
に
指
導
的
役
割
を
演
じ
た
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
、
ブ
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ハ
ー
リ
ソ
、
サ
フ
ァ
ロ
フ
ら
に
は
全
く
触
れ
ず
、
ま
た
、
大
会
が
一
九
二
二

年
七
月
の
共
産
党
結
成
に
果
た
し
た
大
き
い
役
割
を
力
説
し
て
お
き
な
が
ら
、

霞
本
代
議
員
団
採
択
綱
領
の
存
在
は
完
全
に
黙
殺
し
て
い
る
。

　
ソ
遮
邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ア
ジ
ア
諸
畏
族
研
究
所
な
ど
の
名
で
刊
行
さ

れ
た
『
日
本
文
献
目
録
』
　
（
モ
ス
ク
ワ
、
一
九
六
〇
年
刊
）
《
窃
国
α
養
。
轄
甲

臼
蕗
ぬ
口
。
甲
園
讐
ジ
≧
・
仏
霧
ρ
も
ま
た
、
擾
策
勤
労
者
大
会
日
本
代
議
員
団

綱
領
を
脱
漏
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
日
本
・
共
産
党
綱
領
草
案
も
落
と
さ

れ
て
い
る
。
前
掲
『
極
東
諸
民
族
』
一
九
二
一
年
第
四
号
衝
載
の
日
本
共
産

党
毒
言
・
罠
本
共
産
党
規
約
の
両
文
書
は
登
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
し
か

も
、
コ
ゾ
ロ
ヴ
ィ
ツ
カ
や
論
文
が
す
で
に
発
表
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の

欠
落
は
奇
異
の
感
を
免
れ
な
い
。
訳
者
の
旧
著
は
、
こ
れ
を
「
不
用
意
に
も

欠
落
」
と
表
現
し
て
お
い
た
が
、
こ
の
『
環
本
文
献
現
品
』
に
は
、
ジ
ノ
ヴ

ィ
エ
フ
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
、
ラ
デ
ッ
ク
、
サ
フ
ァ
ロ
フ
ら
の
も
の
は
い
つ
さ
い

収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
極
東
勤
労
者
大
会
日
本
代
議
員
団
採
択
綱
領
が
ブ
ハ

ー
リ
ン
な
い
し
サ
フ
ァ
ロ
フ
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
可
能
性
は
、
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
第
四
回
大
会
の
日
本
共
産
党
綱
領
草
案
の
ば
あ
い
の
ブ
ハ
ー
リ
ン
と
同

程
度
に
、
考
え
ら
れ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
極
東
勤
労
者
大
会
の
呼
称
、
な
ら
び
に
民
主
共
和
制
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
有

す
る
意
義
な
ど
に
触
れ
て
、
解
題
に
代
え
る
次
第
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
共
産
党
員
の
任
務

　
　
日
本
代
議
員
彊
採
択
綱
領

　
一
、
日
本
は
、
住
民
が
一
人
の
こ
ら
ず
読
み
書
き
が
で
き
て
、
五
千
万
人

の
住
民
の
う
ち
に
約
五
十
万
人
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
五
百
万
人
の
零
細
小
作

　
　
　
パ
ト
ラ
　
ク

農
皿
半
日
傭
農
を
算
え
る
、
非
常
に
急
速
に
発
達
し
た
資
本
主
義
の
く
に
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
土
地
所
有
制
は
、
そ
れ
か
ら
出
て
き
た
軍
部
、

元
老
を
と
も
な
い
つ
つ
、
こ
の
く
に
の
政
治
生
活
に
指
導
的
役
割
を
な
お
果

た
し
つ
づ
け
て
お
り
、
そ
の
さ
い
、
エ
セ
立
憲
主
義
的
諸
形
態
（
天
皇
大
権

と
軍
事
的
躇
金
権
的
元
老
寡
頭
制
独
裁
と
の
も
と
で
の
極
度
の
制
限
選
挙
制
、

二
院
制
）
に
よ
っ
て
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
た
天
皇
制
に
依
拠
し
て
お
り
、

軍
閥
の
独
自
的
地
位
に
依
拠
し
て
い
る
。
陸
海
軍
に
お
け
る
た
え
ざ
る
軍
備

〔
増
強
〕
を
必
要
と
す
る
略
奪
的
攻
撃
的
植
民
地
政
策
は
、
巳
本
の
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
を
大
土
地
所
尊
影
お
よ
び
軍
部
と
あ
る
程
度
ま
で
結
び
つ
け
た
。

こ
の
五
や
年
間
に
わ
た
っ
て
、
B
本
の
政
治
舞
台
は
、
ふ
た
つ
の
グ
ル
ー
プ
、

大
陸
侵
略
政
策
を
押
し
と
お
し
て
き
て
い
る
陸
軍
「
長
州
閥
」
と
、
臼
本
の

太
平
洋
に
お
け
る
海
上
覇
権
を
狙
っ
て
い
る
海
軍
「
薩
閥
」
と
の
あ
い
だ
で

お
も
に
あ
ら
そ
わ
れ
て
き
た
。
現
在
の
政
友
会
・
憲
政
会
両
党
の
区
分
も
、

同
一
線
上
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
地
主
と
軍
部
が
、
領
土
獲
得
を

と
り
わ
け
利
益
と
し
、
そ
こ
で
は
、
か
れ
ら
は
被
征
服
諸
国
の
農
業
植
民
地
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化
、
略
奪
的
経
営
に
お
い
て
み
ず
か
ら
の
採
算
を
は
か
っ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
外
国
と
の
競
争
、
国
際
的
な
経
済
上
の
あ
ら
そ

い
に
お
い
て
澱
も
重
要
な
場
所
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
国
民
党
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訳
注
1
）

ど
ん
そ
こ
の
海
運
業
者
グ
ル
ー
プ
に
す
ぎ
ず
、
支
配
階
級
の
独
立
し
た
分
派

に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
こ
れ
ら
諸
政
党
が
遂
行
し
支
持
し
て
い
る
帝
国
主
義
的
政
策
が
、
極
東
諸

撚
間
の
正
常
な
経
済
関
係
を
不
可
能
な
も
の
に
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
広
範
な

人
民
大
衆
の
利
益
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
諸
政
党
は
す
べ
て
、
明
確
に
敵
対
し

て
い
る
。
こ
の
帝
国
主
義
的
政
策
は
、
日
本
人
民
を
絶
え
ず
戦
争
の
脅
威
に

さ
ら
し
、
過
大
な
軍
事
税
の
重
荷
を
そ
の
肩
に
負
わ
せ
て
（
β
本
の
予
算
の

五
〇
％
な
い
し
七
〇
％
が
軍
事
費
か
ら
な
り
た
っ
て
い
る
）
、
甲
声
の
勤
労

大
衆
を
野
蛮
な
隷
属
化
に
導
く
と
い
う
か
た
ち
で
、
日
本
の
経
済
発
展
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
日
本
列
島
が
絶
対
的
に
人
口
過
剰
で
あ
っ
て
、
土
地
が
不
足
し
て
い
る
と

い
う
日
本
帝
扇
主
義
者
の
主
張
は
、
帝
国
主
義
的
野
望
を
欺
購
的
に
カ
モ
フ

ラ
；
ジ
ュ
し
て
、
人
斑
大
衆
の
注
意
を
侵
略
政
策
の
方
へ
そ
ら
せ
よ
う
と
す

る
手
に
す
ぎ
な
い
。
事
実
、
朝
鮮
お
よ
び
南
満
洲
の
例
が
証
臥
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
は
、
こ
れ
ら
の
奪
取
の
ほ
ん
と
う
の
意
味
は
、
日
本
の
労
働
者
に
比

べ
て
よ
り
ご
の
み
が
少
な
く
て
自
己
の
労
働
力
を
安
く
売
る
現
地
労
働
者
大

衆
を
搾
取
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
日
本
国
内
で
は
、
労
働
者
階
級
の
自
主
的
活
動
の
い
か
な
る
発
露
も
、
支

配
糟
級
の
テ
官
ル
に
よ
っ
て
き
び
し
く
抑
圧
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
労
働
者

は
、
他
の
ブ
ル
ジ
訟
ア
園
家
で
は
労
働
者
が
享
有
し
て
い
る
よ
う
な
わ
ず
か

ば
か
り
の
市
民
権
さ
え
も
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
か
れ
ら
は
、
団
結
の
自
由

を
奪
わ
れ
て
い
る
。
自
己
の
切
実
な
経
済
的
利
益
の
た
め
に
た
た
か
う
ど
の

よ
う
な
合
法
的
可
能
性
も
、
か
れ
ら
に
は
、
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
与
党
政

友
会
が
行
な
っ
て
い
る
農
村
に
お
け
る
嵜
生
大
地
主
制
の
独
裁
は
、
ま
だ
限

り
な
い
も
の
で
あ
る
。
ど
ん
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
急
進
運
動
す
ら
も
、
き
び
し
い

弾
圧
に
あ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
日
本
帝
国
主
義
の
反
革
命
的
抑
圧
政
策

は
、
発
展
の
盤
か
な
可
能
性
を
前
に
し
て
い
る
日
本
人
民
に
と
っ
て
も
、
抑

圧
政
策
に
よ
っ
て
直
接
に
痛
め
つ
け
ら
れ
て
い
る
朝
鮮
・
中
圏
の
勤
労
大
衆

に
く
ら
べ
て
、
安
く
つ
く
わ
け
の
も
の
で
は
な
い
。

　
二
、
現
在
、
日
本
資
本
主
義
は
、
み
ず
か
ら
に
と
っ
て
好
都
合
な
「
戦
争

景
気
」
の
終
結
と
と
も
に
ひ
き
起
こ
さ
れ
た
過
剰
生
産
恐
慌
に
あ
っ
て
い
る
。

良
本
の
外
国
貿
易
は
、
欧
米
と
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
破
局
的
に
低
下
し
て

い
る
。

　
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
け
る
四
か
国
条
約
の
調
印
は
、
日
本
を
、
極
東
共
和
国

お
よ
び
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ロ
シ
ア
に
対
す
る
攻
繋
に
端
を
発
す
る
新
た
な
軍
事
的

冒
険
の
み
ち
に
か
り
た
て
た
。

　
し
か
し
、
日
本
帝
国
主
義
は
こ
の
よ
う
な
み
ち
に
よ
っ
て
、
こ
の
く
に
の
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経
済
的
安
定
の
回
復
を
は
か
る
こ
と
は
け
っ
し
て
で
き
な
い
。
生
産
力
を
根

本
か
ら
破
壊
し
て
い
る
明
大
な
軍
事
費
は
、
極
度
に
せ
ば
め
ら
れ
た
圏
内
市

揚
の
購
買
力
を
高
め
う
る
も
の
で
は
な
い
。
新
た
な
領
土
獲
得
の
望
み
も
、

外
国
市
場
の
確
保
を
も
た
ら
す
と
は
か
ぎ
っ
て
い
な
い
。
中
国
支
配
を
め
ぐ

る
国
際
帝
国
主
義
競
争
が
あ
ま
り
に
も
尖
鋭
化
し
て
、
日
本
帝
国
主
義
は
、

そ
こ
で
自
己
の
計
画
を
完
全
に
は
実
行
で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
極
東

全
域
で
、
日
本
帝
国
主
義
が
ひ
き
起
こ
し
た
も
の
は
、
三
軍
帝
鼠
主
義
の
す

べ
て
に
対
す
る
当
然
の
全
般
的
憎
悪
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（
一
九
一
九
年
三
月

の
朝
鮮
に
お
け
る
革
命
的
爆
発
、
一
九
二
〇
年
の
間
島
に
お
け
る
蜂
起
、
一

九
二
〇
年
の
日
本
商
品
ポ
イ
コ
ヅ
ト
、
中
国
に
お
け
る
抗
日
デ
モ
な
ど
）
。

日
本
の
勤
労
大
衆
は
、
み
ず
か
ら
の
政
治
的
経
済
的
解
放
を
め
ざ
す
た
た
か

い
に
、
日
本
帝
国
主
義
の
危
機
を
利
用
し
て
、
直
接
に
こ
れ
を
役
立
て
た
。

一
九
一
八
年
置
米
騒
動
は
、
日
本
の
被
抑
圧
、
被
搾
取
勤
労
大
衆
に
ど
れ
ほ

ど
尽
き
る
こ
と
の
な
い
革
命
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
貯
え
が
蓄
積
さ
れ
た
か
を
示

し
た
。
益
々
、
支
配
階
級
の
帝
国
主
義
的
政
策
は
、
さ
け
が
た
い
帝
国
主
義

世
界
戦
争
、
新
た
な
数
百
万
人
の
勤
労
者
の
戦
死
、
国
罠
経
済
の
完
全
な
破

壊
に
導
い
て
い
る
。
日
本
帝
国
主
義
は
、
丸
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
、
日

本
の
勤
労
大
衆
の
壮
大
な
未
来
を
前
に
墓
穴
を
掘
っ
て
い
る
。

　
三
、
日
本
に
特
微
的
な
こ
と
に
は
、
一
方
で
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が

異
常
に
急
速
に
増
加
し
、
他
方
で
は
、
そ
の
階
級
構
成
は
一
様
で
な
く
て
、

そ
の
大
部
分
が
農
村
と
分
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
一
八
七
〇
年
代
を

起
点
と
す
る
目
本
資
本
主
義
発
展
は
、
一
九
一
四
－
一
九
年
の
戦
時
蘇
況
期

に
頂
点
に
達
し
、
こ
の
時
期
に
、
日
本
の
工
業
の
大
部
分
が
完
全
に
設
備
更

新
さ
れ
て
、
既
存
の
家
内
工
業
を
併
呑
し
た
。
戦
時
中
に
、
日
本
の
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訳
注
2
）

階
級
は
人
員
が
二
五
％
以
上
も
ふ
え
た
。

　
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
約
五
〇
％
を
構
成
し
て
い
る
の
は
、
通
常
、

三
、
四
年
工
場
に
と
ど
ま
っ
た
後
は
農
村
に
戻
る
婦
人
労
働
者
で
あ
る
。

　
労
働
者
の
あ
い
だ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
自
主
的
活
動
の
あ
ら
わ
れ
も
迫
害
し

て
き
た
支
配
階
級
の
き
び
し
い
チ
ロ
ル
、
な
ら
び
に
β
本
の
労
働
者
の
後
進

性
の
結
果
、
日
本
に
お
い
て
初
め
の
う
ち
は
労
働
者
階
級
の
経
済
的
組
織
の

指
導
権
は
、
　
「
労
資
協
調
」
の
旗
じ
る
し
の
も
と
に
活
動
す
る
自
由
主
義
ブ

ル
ジ
ョ
ア
的
知
識
人
（
鈴
木
と
そ
の
一
派
）
の
手
に
落
ち
た
。
最
近
四
年
間

に
は
じ
め
て
、
労
働
運
動
の
急
進
的
1
1
階
級
的
一
翼
が
労
働
組
合
に
組
織
さ

れ
る
に
い
た
っ
た
。
自
由
主
義
的
紅
協
調
主
義
的
首
領
た
ち
は
こ
れ
ま
で
日

本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
そ
の
先
進
的
分
子
か
ら
な
る
思
慮
政
党
結
成
の

い
か
な
る
こ
こ
ろ
み
か
ら
も
う
ま
く
へ
だ
て
て
き
た
だ
け
に
、
そ
の
当
然
の

結
果
と
し
て
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
…
ト
の
最
良
の
部
分
に
ア
ナ
ル
コ
・
サ

ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
的
気
分
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
の
労
働
者
の
最
大

の
労
働
組
合
組
織
、
友
愛
会
は
、
労
働
者
階
級
の
十
分
越
一
を
包
括
し
て
い

る
ど
こ
ろ
か
、
全
国
釣
規
模
に
お
け
る
有
効
な
労
働
組
合
セ
ン
タ
…
に
も
な
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っ
て
い
な
い
。
多
く
の
労
働
組
合
が
ギ
ル
ド
主
義
の
思
想
的
組
織
的
残
津
か

ら
い
ま
な
お
解
放
さ
れ
て
い
な
い
（
例
え
ば
、
欧
文
と
邦
文
と
の
二
つ
の
印

捌
口
組
合
の
存
在
）
。
そ
し
て
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
ヲ
ア
ー
ト
は
経
済
闘
争
の

武
器
を
な
お
も
た
な
い
よ
う
に
、
革
命
的
政
策
の
道
具
も
持
た
ず
に
い
た
。

艮
本
の
労
鋤
者
階
級
の
も
っ
と
も
革
命
的
な
分
子
の
仲
闘
に
お
け
る
ア
ナ
ー

キ
ズ
ム
、
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
へ
の
漢
然
と
し
た
共
鳴
の
態
度
は
、
広
範
な
労

働
考
大
衆
の
消
極
性
、
無
密
覚
の
派
生
物
に
す
ぎ
ず
、
結
渠
に
す
ぎ
な
い
。

　
い
ま
の
と
こ
ろ
、
ま
だ
党
員
の
少
な
い
若
い
日
本
共
産
党
も
、
無
政
府
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

産
主
義
系
、
サ
ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
系
の
革
命
的
労
働
者
組
織
も
、
ぼ
ら
ば
ら
の

ヘ
　
　
へ

勢
力
〔
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
〕
が
日
本
プ
p
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
先
進
的
な
層
を

結
集
し
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
…
の
資
本
主
義
的
支
配
の
打
倒
を
め
ざ
す
非
妥

協
的
な
階
級
闘
争
と
プ
ロ
レ
タ
ジ
ア
独
裁
樹
立
と
の
旗
の
も
と
に
、
広
範
な

労
働
老
大
衆
を
統
一
す
る
と
は
期
待
し
て
い
ま
い
。
現
実
に
は
、
国
本
に
お

け
る
大
衆
的
共
鷹
主
義
政
党
は
、
日
本
労
働
運
動
の
思
想
、
組
織
の
革
命
的

成
長
に
も
と
づ
い
て
は
じ
め
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
大
き
く
な
る
こ
と
が
で
き

る
。
㎝
つ
ひ
と
つ
の
経
済
的
争
議
は
、
八
時
間
労
働
制
、
労
働
立
法
、
工
場

委
員
会
な
ら
び
に
労
働
者
生
産
統
制
、
労
働
者
階
級
の
結
社
の
三
唱
を
め
ざ

す
土
寄
的
闘
争
に
、
労
働
者
大
衆
を
引
き
い
れ
る
た
め
に
利
用
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
。
労
働
者
大
衆
が
そ
の
解
放
を
め
ざ
す
政
治
闘
争
に
引
き
い
れ

ら
れ
る
舎
法
的
可
能
性
は
ひ
と
っ
た
り
と
も
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
四
、
日
本
の
労
働
者
階
級
の
最
良
の
先
進
的
分
子
す
べ
て
を
統
一
せ
る
、

強
固
で
一
致
随
結
し
た
共
産
主
義
政
党
の
結
成
は
、
罠
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
が
国
内
に
お
い
て
決
定
約
な
革
命
勢
力
と
な
る
第
一
条
件
で
あ
る
。
日
本

の
労
働
者
階
級
は
、
一
連
の
準
備
闘
争
な
く
し
て
、
そ
の
切
実
な
利
益
の
た

め
の
日
常
闘
争
を
基
盤
に
労
働
者
階
級
を
階
級
的
非
妥
協
の
精
神
で
教
育
す

る
こ
と
な
く
し
て
、
権
力
獲
得
な
ど
期
待
で
き
ま
い
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
、

軍
事
的
跳
金
罐
的
天
皇
制
の
ソ
ヴ
ェ
ト
権
カ
へ
の
交
代
、
共
産
主
義
政
党
の

目
標
と
は
、
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
を
達
成
す
る
に
は
、
一
連
の
階
級
闘
争
に

お
い
て
、
元
老
、
軍
部
、
財
閥
の
威
力
を
粉
砕
す
る
必
要
が
あ
る
。
農
民
大

衆
の
支
援
な
く
し
て
、
こ
れ
は
実
行
で
き
ま
い
。

　
前
世
紀
前
半
の
イ
ギ
ジ
ス
の
チ
ャ
…
テ
ス
ト
運
動
の
経
験
、
ロ
シ
ア
の
一

九
〇
五
一
〇
七
年
の
革
命
、
一
九
一
七
年
の
十
月
革
命
が
教
え
て
く
れ
る
と

こ
ろ
で
は
、
工
業
発
展
の
急
テ
ン
ポ
が
念
頭
に
あ
り
、
半
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
分

子
と
み
ず
か
ら
と
の
な
お
絶
ち
が
た
い
結
び
つ
き
に
依
拠
し
て
い
る
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
…
ト
は
、
み
ず
か
ら
の
旗
の
も
と
に
都
市
と
農
村
の
き
わ
め
て
広
範

な
勤
労
者
諸
階
層
を
統
一
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
一
六
年
、
一
九
一
八
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
農
業
人
口
〔
耕

作
に
従
事
す
る
農
象
戸
数
〕
の
四
％
の
二
一
万
九
八
五
九
戸
が
七
・
八
五

〔
七
・
三
五
〕
エ
…
カ
ー
　
〔
三
町
〕
以
上
の
土
地
を
鑑
家
用
益
に
有
し
〔
耕

作
し
〕
、
二
六
・
五
％
の
一
四
四
沿
道
三
四
〇
〔
一
四
五
万
〇
四
五
〇
〕
戸
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が
四
・
九
〇
エ
…
カ
ー
余
〔
二
・
四
五
工
…
カ
ー
以
上
、
七
・
三
五
エ
ー
カ

ー
未
満
、
す
な
わ
ち
一
町
以
上
、
三
町
未
満
〕
、
六
九
・
四
〔
六
九
・
五
〕

％
の
三
六
九
万
六
九
六
八
〔
三
七
九
万
六
九
六
八
〕
戸
が
二
・
四
五
エ
ー

カ
ー
　
〔
一
町
〕
未
満
の
土
地
を
自
家
用
益
に
有
し
　
〔
耕
作
し
〕
て
い
る
。

一
二
五
・
五
エ
ー
カ
ー
〔
五
〇
町
〕
以
上
の
小
作
地
を
所
有
す
る
大
地
主
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訳
波
3
）

〔
耕
地
所
有
者
総
数
の
〕
0
・
〇
七
％
、
三
四
九
五
戸
に
す
ぎ
な
い
。
零
細

小
作
人
、
半
日
傭
農
が
小
作
条
件
改
善
を
め
ざ
し
て
た
た
か
う
組
合
を
結
成

し
、
こ
れ
ら
が
労
働
組
合
と
結
び
つ
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
の
農

民
が
、
革
命
的
爆
発
に
さ
い
し
て
は
第
三
者
的
な
傍
観
者
に
と
ど
ま
る
も
の

で
は
な
い
と
い
う
確
証
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
者
階
級
は
、
革
命
的

大
衆
運
動
の
指
導
者
、
領
袖
の
役
割
を
引
き
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
広

範
な
勤
労
大
衆
に
と
っ
て
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
の
諸
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

な
お
過
ぎ
去
っ
た
段
階
の
も
の
で
は
な
く
、
日
本
国
内
の
階
級
勢
力
関
係
が

急
進
的
趾
罠
主
主
義
的
変
革
の
成
功
を
期
待
さ
せ
て
く
れ
て
い
る
だ
け
に
、

コ
　
ム
　
あ
　
ス
ト

共
産
党
員
は
、
過
渡
的
性
格
の
当
面
の
み
ず
か
ら
の
要
求
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
も
の
を
か
か
げ
ず
に
は
お
れ
な
い
。
　
（
一
）
政
治
制
度
の
完
全
な
民
主

化
、
　
（
二
）
自
家
労
働
に
よ
る
耕
作
農
民
へ
の
交
付
用
益
を
と
も
な
う
土
地

国
有
化
、
　
（
三
）
労
働
者
生
産
統
制
の
も
と
で
の
巨
大
鉱
工
業
部
門
の
国
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
訳
了
4
）

化
、
　
（
四
）
植
民
地
、
植
罠
地
的
勢
力
圏
の
癬
放
。
共
産
党
員
は
、
こ
れ
ら

と
あ
わ
せ
て
、
菟
・
命
闘
争
、
革
命
的
大
衆
統
｝
制
の
機
関
と
し
て
の
ソ
ヴ
ェ
ト

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
宣
伝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
共
産
党
員
は
、
ブ
ル
ジ
ョ

ア
諸
政
党
、
協
調
主
義
的
分
子
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
に
対
し
て
ば
か
り
で

な
く
、
急
進
的
既
民
主
主
義
的
変
革
に
対
し
て
も
敵
対
的
で
あ
る
こ
と
を
証

開
し
、
み
ず
か
ら
の
諸
要
求
の
ま
わ
り
に
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
勤
労
大
衆
を
結

集
し
つ
つ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
諸
政
党
、
協
調
主
義
的
分
子
の
七
三
を
暴
露
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
規
在
の
状
況
下
に
、
日
本
共
産
党
は
、
労
鋤
組
合
、
合
法
的
労
働
者
組
織

全
般
、
軍
隊
・
艦
艇
、
労
働
者
住
宅
街
、
農
村
に
お
け
る
党
細
胞
と
結
び
つ

い
た
、
部
門
別
に
分
か
れ
て
中
央
集
権
的
で
あ
る
非
合
法
的
機
構
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
農
村
、
軍
隊
、
艦
艇
に
お
け
る
活
動
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
の
無
敵
の
進
歩
的
運
動
を
も
っ
と
も
有
効
に
準
備
す
る
も
の
で
あ
る
だ
け

に
、
こ
の
活
動
に
は
、
と
く
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

訳
　
注

　
1
　
田
口
は
露
文
大
会
文
書
集
の
N
署
名
論
文
「
日
本
の
政
治
守
勢
」
で
、
神
戸

　
　
の
勝
田
銀
次
郎
を
国
民
党
の
バ
ト
ロ
ソ
と
し
て
い
る
。
勝
瞬
汽
船
・
太
洋
汽
船

　
　
社
長
で
、
船
舶
所
有
屯
数
が
業
界
第
四
位
に
も
達
し
た
船
…
成
金
。

　
2
　
サ
フ
ァ
ロ
フ
報
血
口
「
極
東
に
お
け
る
植
民
地
…
夢
占
と
民
族
解
放
闘
争
・
」
に

　
　
も
、
露
文
大
会
文
雲
集
六
五
ペ
ー
ジ
（
製
本
国
際
間
題
研
究
所
中
騒
部
会
訳
編

　
　
『
中
国
共
産
党
史
資
料
集
駈
第
…
巻
、
～
九
七
〇
年
刊
、
九
四
ペ
ー
ジ
）
、
独
文

　
　
大
会
文
書
集
五
八
ぺ
…
ジ
、
英
文
大
会
文
書
集
一
七
二
ぺ
…
ジ
（
高
屋
・
辻
野

　
　
共
訳
繊
ロ
ニ
三
一
　
ぺ
…
ジ
）
で
同
趣
旨
の
需
及
が
あ
る
が
、
片
山
報
告
「
日
本
の

　
　
政
治
・
経
済
憐
勢
お
よ
び
労
働
運
動
」
は
英
文
一
二
七
ぺ
…
ジ
（
訳
轡
一
七
五
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ペ
ー
ジ
）
、
独
文
七
三
ペ
ー
ジ
（
片
山
『
反
戦
平
和
の
た
め
に
』
　
一
五
九
ペ
ー

ジ
）
に
お
い
て
一
九
一
七
年
か
ら
大
会
当
時
に
い
た
る
期
間
の
労
働
者
数
の
変

動
を
さ
し
て
お
よ
そ
二
五
％
増
と
指
摘
す
る
。
露
文
一
＝
ペ
ー
ジ
の
片
山
論

文
「
目
窪
の
労
働
運
動
」
付
表
に
は
一
九
一
四
一
一
九
年
の
各
年
次
の
労
働
者

数
も
挙
示
さ
れ
て
い
る
。
明
ら
か
に
、
綱
領
の
　
「
戦
時
中
に
」
と
い
う
表
現

　
は
、
サ
フ
ァ
ロ
フ
報
告
の
そ
れ
と
と
も
に
、
誤
っ
て
い
る
。

3
　
こ
れ
ら
の
数
値
は
、
農
商
務
大
臣
五
二
文
書
課
『
提
商
務
統
計
表
』
第
三
四

次
（
一
九
一
九
年
刊
）
記
載
の
一
九
一
七
年
末
の
も
の
と
符
節
す
る
。
括
弧
内

　
は
『
農
商
務
統
計
表
』
に
基
く
訂
正
お
よ
び
補
足
を
示
す
。
右
サ
フ
ァ
ロ
ブ
報

　
此
口
の
簾
路
文
六
四
ペ
ー
ジ
（
訳
霞
九
四
ペ
ー
ジ
）
に
は
、
綱
領
の
こ
の
部
分
と
同

　
一
の
文
章
が
み
ら
れ
、
独
文
五
七
ペ
ー
ジ
、
英
文
一
七
一
ペ
ー
ジ
（
訳
書
二
三

　
一
ペ
ー
ジ
）
も
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
露
文
大
会
属
籍
集
に
の
み
収
録
の
サ
フ

　
ァ
ロ
フ
論
文
「
極
東
勤
労
者
大
会
」
四
七
ペ
ー
ジ
の
ほ
ぼ
同
一
の
文
章
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
ち
、
　
コ
九
＝
ハ
年
、
一
九
一
七
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
　
戸
当
り
七
・
八
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
エ
ー
カ
ー
以
上
の
土
地
…
…
（
集
約
的
栽
培
の
も
と
で
の
）
一
二
五
・
五
エ
ー
カ

　
一
以
上
の
小
作
地
…
…
」
の
傍
点
箇
所
は
梱
違
す
る
。
念
の
た
め
に
付
雷
す
れ

　
ば
、
右
片
山
報
告
の
付
褒
か
ら
、
『
東
洋
経
済
新
報
経
済
年
鑑
』
（
英
文
標
題

　
8
冨
O
H
δ
簿
安
国
8
ロ
。
ヨ
凶
繰
磯
㊦
母
膨
。
。
財
）
一
九
一
九
年
度
版
（
片
山
報
告

　
の
一
九
一
六
年
度
版
は
誤
植
）
が
資
料
源
と
断
定
さ
れ
る
が
、
霜
付
表
に
も
、

　
同
年
鑑
に
も
、
上
記
の
一
連
の
誤
記
は
な
い
。

4
　
右
サ
フ
ァ
ロ
フ
論
文
「
極
東
勤
労
者
大
会
」
四
七
ペ
ー
ジ
に
は
、
類
似
の
論

　
旨
が
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
　
「
日
本
で
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
だ
け

が
最
後
ま
で
革
命
的
に
た
た
か
う
こ
と
が
で
き
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
モ
　
　
あ

か
に
だ
れ
も
、
こ
の
た
た
か
い
を
始
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
最
初
の
任

務
は
、
軍
部
、
地
主
、
財
閥
の
プ
ロ
ヅ
グ
を
解
体
し
、
打
倒
す
る
こ
と
に
あ

る
。
こ
の
中
間
的
な
革
命
的
任
務
を
遂
行
す
る
上
に
必
要
と
す
る
、
民
主
共
和

制
、
土
地
圏
有
化
、
労
働
者
生
産
統
制
の
も
と
で
の
巨
大
鉱
工
業
部
門
の
蘭
有

化
、
植
民
地
・
植
厩
地
的
町
勢
力
圏
』
の
解
放
の
ご
と
き
、
過
渡
的
諸
要
求
を

め
ざ
す
た
た
か
い
に
お
い
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
都
帯
農
村
小
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
の
隊
列
に
同
盟
者
を
見
織
す
。
」
（
傍
点
捕
所
は
原
文
で
は
イ
タ
リ
ッ

ク
）
　
サ
フ
ァ
ロ
フ
報
止
口
に
も
似
た
指
摘
が
あ
る
が
、
高
瀬
の
替
ハ
成
討
論
（
英

文
文
書
集
一
八
九
ペ
ー
ジ
、
訳
轡
二
五
四
ペ
ー
ジ
〉
は
、
冶
の
過
渡
的
諸
要
求

の
達
成
が
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
樹
立
に
随
伴
す
る
可
能
性
を
認
め
る
。
ま
た
、
右
片

康
論
文
に
は
、
普
選
運
動
放
棄
の
称
揚
が
あ
り
、
日
本
共
産
党
轡
記
（
山
用
を

指
す
）
夫
萎
刊
行
の
機
関
誌
『
社
会
主
義
研
究
拙
の
役
割
が
露
玉
さ
れ
る
。
田

口
も
、
N
署
名
論
文
で
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
空
義
運
動
を
評
価
し
て
憲
政
会
・

追
尋
党
の
普
選
運
動
再
高
揚
も
必
至
と
し
な
が
ら
、
尾
綺
行
雄
の
「
た
だ
の
議

政
壇
上
の
雄
弁
」
は
人
民
大
衆
が
看
破
し
て
い
る
と
い
う
。
帰
翻
途
次
の
一
部

代
議
員
の
間
の
議
会
主
義
論
争
な
る
も
の
も
、
回
想
記
に
あ
り
が
ち
な
思
い
入

れ
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
ま
し
て
前
年
七
月
に
早
く
も
ラ
デ
ッ
ク
、
シ
ユ
ミ
ャ

ツ
キ
ー
ら
か
ら
普
選
重
視
の
説
得
が
あ
っ
た
か
に
い
う
田
口
の
記
憶
に
は
、
～

年
後
の
日
本
共
産
党
綱
領
規
約
特
別
委
員
会
が
混
圃
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
守

4
）
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